
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1部 研修】 

 元 田原市立福江中学校校長 久瀬正弘先生より 

田原のコミュニティ・スク

ールの実践について、お話を

聞きました。田原は学校の統

合が進み、福江中学校も平成

３１年度に伊良湖岬中学校

と合併をしました。５つの小

学校区を持ち、渥美半島の半

分を占める学区となりました。いろいろな苦労の末、

地域のボランティアが発端となり、今では小学校、中

学校、高校まで巻き込んだ協働活動が、盛んにおこな

われています。 

活動例【ラベンダープロジェクト】 平成 27年から

ラベンダーを栽培し､乾燥させた花から、ラベンダー

ウオターをつくっています｡また､そのラベンダーを

使ったポプリや石鹸作りも行っています｡ゆくゆくは 

産業化につながることを目標としているそうです。 

この日最後まで、一緒に参加してくださり「西浦の

協働活動はいい雰囲気ですね。あたたかい話し合いが

続いてすてきですね」とおっしゃってくださいました。 

【第２部 熟議】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A こどもの学びを支える 

＊西浦町内での職場体験 

＊授業サポート 

（家庭科・ミシン・調理）家庭科のプロ派遣 

＊きじっ子の森本格化再生 →遊歩道、展望台 

・きじっ子の森体験ツアー 

＊西浦弁当作り、パン作り 

＊おそうじ教室、お料理教室、裁縫教室 

＊部活の代わりになる社会体験を充実 

＊クラブの講師（チャラボコ・釣りなど） 

・10～30代の卒業生の話を聞く会 

・赤ちゃん先生（家庭科・保育） 

・海で泳ぎを教える、大人、子供で遠泳大会 

・旅館でテーブルマナー 

・ハーブを育てて、バザーで、地域で販売 

（ラベンダー、レモングラス、アロマオイルなど） 

B きれいな・すてきな町づくり 

＊SDGｓの団体を招いて学んで、ビーチクリーン、 

山の枯れ木、枯れ草集め 

＊海岸清掃・温泉街道

清掃・街の清掃活動 

（定期的に行う）  

＊西浦駅のギャラリー 

＊移住先として有名に

なる（山あり、海あり

の立地を生かす） 

＊西浦温泉を美しくし

よう 
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～西浦の学校と地域の未来をデザインする「子どもたちの笑顔と未来のために」～ 

12/4 第２回学校運営協議会開催されました。 

 

今回は具体的な活動について、みんなで考えてみ

ました。「西浦の地域と子どもたちの成長のため

にできること」をあれこれ考え、夢をふくらませ

ました。運営協議会では、「西浦の地域と子どもの

成長のために何ができるか」を話し合いました

（熟議）。みなさんの思いや夢を語り合う、楽しい

貴重な時間となりました。 

 

 

 



＊空き家、空き地の活用 

＊植物や野菜を作る、売る 

＊運動場の花壇に花を植えたい 

＊花づくり（一年中花のある町）花咲きロード 

＊草木をコントロールする 

（狭い道路にはみ出している垣根をなくす） 

・西浦のビュースポットをつくる 

・海をコバルトブルーにしたい 

・田原市のようなスケートボードのできる施設 

（子どもが興味をもった時に取り組める施設） 

・西浦ブランドの小麦を育てる→商品化 

  （クッキー、うどん、麦茶、パン作り） 

C 公民館を軸に 

＊蒲郡図書館分館の図書利用の広告 

＊子どもの居場所づくり（オープンスペース） 

＊放課後子ども教室の開催 

→親子、子どもスポーツ教室、チャレンジ講座など 

D 伝統・西浦らしさを生かして 

＊祭りに出店 

＊各地域のチャラボコを一体化→西浦のチャラボコ

→学校行事へ 

＊老人温泉交流 

＊神社巡りウォークラリー 

＊魚釣り大会 

＊漁業体験 

＊中学生地域清掃ボランティアの継続 

＊昔話の伝承（紙芝居など） 

＊えんひき（お祭り）の復活 

＊西浦町内での宝石探し 

＊耕作放棄地の花畑化 

＊地域のお祭りへの参加 

（かつて天神さんへのチャラボコ） 

＊畑の成り放しの果物（みかん、柿など）の収穫と 

温泉駐車場での販売 

＊全校潮干狩り 

＊あさり稚貝の放流体験 

＊桜貝拾い競争と桜貝のお土産づくりコンテスト 

＊地引網体験 

＊原山一本松の復元 

＊原山大桜の木の周りの伐採清掃 

 

 

 

・発表会でチャラボコの

競演の機会を作る 

・西浦のすてきな景色め

ぐりツアー 

・城山から西浦温泉まで

一直線の道路整備 

・サーキット場の利用

（マラソン、自転車レー

スなど） 

・学芸会で地域伝統の作品を一つは取り入れる 

・三河湾島めぐりクルーズ 

・西浦動物園 

・西浦中学校跡地の活用（自然体験、星の観察、キャ

ンプ場、野外ステージなど） 

E 防災・子どもの安全安心 

＊西中の絶景畑でデイキャンプ（飯盒炊飯） 

＊炊き出しで交流 

＊学校と地域共同の合同防災避難訓練 

（津波が来たら、高いところへきじっこの森→八王子） 

＊大人と子どもで防災マップづくり 

＊通学時交通立ち番 

（登下校の見守り隊活動をみんなで）→もっと気楽に 

＊大人の避難所開設訓練 

＊大人の交通安全教室 

＊登下校で子どもたちにあいさつ 

・消防団の方と防災について学ぶ 

・防犯カメラの町内設置 

F おとしよりを大切に 

＊「はぁとぷろじぇくと」でお年寄りとのふれあいを

月に１回行なう ＊お宅訪問して清掃 

＊子どもボランティアでお年寄りのお助けをする 

＊お年寄りを助けることを含めた避難訓練 

＊お年寄りとラジオ体操 

＊お年寄りにお手紙、ポストカードを書いて渡す 

＊戦争や昔の西浦について話を聞く機会を設ける 

＊デイサービス、たんぽぽなどで子どもたちが「ソー

ラン節」を踊ったりする 

＊西浦老人（子ども）食堂 

・再び「はぁとぷろじぇくと」でお年寄りとの交流、

おそうじ手伝いをする 

 

 

 

 

 


